
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の機能を順次設定可能な の操作を支援する操作
支援システムにおいて、
　機能の設定の順序を対話履歴データとして格納する対話履歴データ記憶部と、
　先行して設定された別の機能に対して、後から設定される機能が及ぼす相互作用の

度合いを 格納する データ記憶部と、
　前記対話履歴データと、 とに基づいて、相互作用の告知が必要か
否かを判定し、告知が必要であれば、当該告知を行う告知手段と、
　を具備

ことを特徴とする操作支援システム。
【請求項２】
　複数の機能を順次設定可能な の操作を支援する操作
支援システムにおいて、
　機能の設定の順序を対話履歴データとして格納する対話履歴データ記憶部と、
　先行して設定された別の機能に対して、後から設定される機能が及ぼす相互作用の告知
の必要の度合いを告知必要度データとして格納する告知必要度データ記憶部と、
　前記対話履歴データと、前記告知必要度データとに基づいて、相互作用の告知が必要か
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し、
　前記告知手段は、相互作用の告知を行うとともに、今後も当該相互作用の告知を行うか
否かの入力を受けて、告知しないとの入力を受けたときには、対応する告知必要度データ
の必要度を低下させる
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否かを判定し、告知が必要であれば、当該告知を行う告知手段と、

　を具備することを特徴とする操作支援システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、複写機や、ファクシミリ、プリンタ等、複数の機能を順次設定できる多機能
システムの操作を支援する操作支援システ 関する。
【０００２】
【従来の技術】
複写機、ファクシミリ、プリンタ等の多機能システムでは、複数の異なる機能を設定し、
複雑な処理を一括して行う。例えば、近年の多機能複写機では、「倍率を１１５％にする
」「とじしろを４０ｍｍとる」「片面原稿を片面に複写する」といった複数機能の設定が
可能である。これにより、利用者は一旦１１５％に拡大した複写を作成し、さらにとじし
ろを４０ｍｍにした複写を作成し、というような手順を踏むことなく、一気にすべての文
書変換指示を生かした複写を得ることができるのである。
【０００３】
一方、このように複数の機能を設定可能な多機能システムでは、個々の機能が完全に独立
して作用するとはかぎらない。つまり、設定した複数の機能の間には、さまざまな相互作
用が働く。具体的には、多機能複写機において、「倍率＝１１５％」「とじしろ＝４０ｍ
ｍ」を設定し、Ｂ５サイズの原稿をコピーしたとき、４０ｍｍのとじしろがついたＡ４サ
イズのコピーになるとはかぎらず、設定の順序により、４０ｍｍのとじしろを付けた原稿
をさらに１１５％拡大してしまい、結局４６ｍｍのとじしろを付けてしまう場合がある。
【０００４】
この種の相互作用によって、意図しない結果が得られる場合、利用者はその原因がつかめ
ないことが多い。そこで、特開平５－１００６４６号公報「フィードバック画像表示装置
」に開示された多機能システムでは、一連の文書変換のプロセスを利用者が設定した機能
に対応づけながら逐一示し、複数の機能の相互作用を直感的に理解可能にしている。
【０００５】
すなわち、この多機能システムの一例としての複写機では、図１４に示すように、ディス
プレイにオリジナルの原稿を表す画像イメージを表示し（Ａ）、「とじしろ＝４０ｍｍ」
を設定すると、その仮想コピー画像イメージ（Ｂ）を表示する。さらに、「倍率＝１１５
％」を設定すると、その仮想コピー画像イメージ（Ｃ）をさらに表示する。このように利
用者が順番に機能を設定する度に、その結果をフィードバックする仮想コピー画像イメー
ジが表示され、最終的にとじしろが「４６ｍｍ」になってしまうことを絵と文字とによっ
て告知可能としている。
【０００６】
利用者は、これらの画像を確認しつつコピーを行うことで、ミスコピーを未然に防ぐこと
ができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来のフィードバック画像を表示する装置では、フィードバックの画
像の表示に比較的大きい面積が必要なので、ディスプレイが小さい場合にはフィードバッ
ク画像を明瞭に表示出力できず、相互作用の発生を効果的に告知できないという問題点が
あった。
【０００８】
また、上記従来のフィードバック画像を表示する装置では、相互作用の告知の方法とタイ
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　利用者が過去に行った機能の設定の履歴を設定機能履歴データとして格納する設定機能
履歴データ記憶手段と、
　前記設定機能履歴データ記憶手段に格納された設定機能履歴データに基づいて、前記告
知必要度データ記憶部に格納された告知必要度データの必要度を変更する手段と、

ムに



ミングが画一的で、利用者の習熟度に応じて、相互作用を効果的に告知できないという問
題点があった。
【０００９】
さらに、上記従来のフィードバック画像を表示する装置では、機能の相互作用を報知する
だけなので、機能の設定解除を行うには別の操作が必要であり、利便性が低いという問題
点があった。
【００１０】
　本発明は上記実情に鑑みて為されたもので、相互作用の発生を効果的に告知でき、利便
性を向上できる操作支援システ 提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記従来例の問題点を解決するための請求項１記載の発明は、複数の機能を順次設定可
能な の操作を支援する操作支援システムにおいて、機
能の設定の順序を対話履歴データとして格納する対話履歴データ記憶部と、先行して設定
された別の機能に対して、後から設定される機能が及ぼす相互作用の 度合い
を 格納する データ記憶部と、前記対話履歴データと、

とに基づいて、相互作用の告知が必要か否かを判定し、告知が必要
であれば、当該告知を行う告知手段と、を具備

ことを特徴として
いる。
　また、請求項２記載の発明は、複数の機能を順次設定可能な

の操作を支援する操作支援システムにおいて、機能の設定の順序を対話履歴デー
タとして格納する対話履歴データ記憶部と、先行して設定された別の機能に対して、後か
ら設定される機能が及ぼす相互作用の告知の必要の度合いを告知必要度データとして格納
する告知必要度データ記憶部と、前記対話履歴データと、前記告知必要度データとに基づ
いて、相互作用の告知が必要か否かを判定し、告知が必要であれば、当該告知を行う告知
手段と、

を具備することを特徴としている。
【００１５】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。尚、以下の説明では、対話型
の多機能システムとして多機能複写機を例にとって説明する。
【００１６】
本発明の第１の実施の形態にかかる操作支援システムは、図１に示すように、多機能シス
テム１に取り付けられており、対話モニタ部２と、対話履歴作成部３と、設定機能評価・
作成部４と、メッセージ選択部５と、メッセージ出力部６と、対話履歴格納部７と、設定
機能格納部８と、告知必要度格納部９と、メッセージ格納部１０と、制御部２０とから構
成されている。
【００１７】
また、多機能システム１は、一般的には、キーやタッチパネル等の入力部３１と、液晶デ
ィスプレイ等の出力部３２と、制御部３３と、実行部３４とを含む。制御部３３は、入力
部３１から入力された指示により、実行部３４を制御し、必要な情報を出力部３２に表示
出力する。ここで実行部３４は、例えば複写機であれば、スキャナ、感光体ドラム、トレ
イ、ソータ等に相当する。
【００１８】
告知必要度格納部９は、種々の機能が所定の順序で設定されたときの相互作用を告知する
必要の度合いを告知必要度として格納している。この告知必要度格納部９に格納されてい
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告知必要度データとして 告知必要度
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し、前記告知手段は、相互作用の告知を行

うとともに、今後も当該相互作用の告知を行うか否かの入力を受けて、告知しないとの入
力を受けたときには、対応する告知必要度データの必要度を低下させる
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利用者が過去に行った機能の設定の履歴を設定機能履歴データとして格納する設
定機能履歴データ記憶手段と、前記設定機能履歴データ記憶手段に格納された設定機能履
歴データに基づいて、前記告知必要度データ記憶部に格納された告知必要度データの必要
度を変更する手段と、



る告知必要度の具体的内容は後述する。
【００１９】
対話モニタ部２は、多機能システム１の入力部３１にて行われた操作と、制御部３３での
処理の結果の情報の入力を受けて、対話履歴作成部３と、設定機能評価・作成部４と、メ
ッセージ選択部５とに出力する。対話履歴作成部３は、対話モニタ部２から入力される、
多機能システム１にて行われた操作の情報と当該情報が入力された時刻と対応づけたレコ
ードを、対話履歴格納部７にボタン押下データとして追加して格納する。
【００２０】
設定機能評価・作成部４は、対話モニタ部２から多機能システム１にて行われた操作の情
報の入力を受けて、当該操作に基づいて設定された機能を設定機能データとして、設定機
能格納部８に格納する。また、この設定機能評価・作成部４は、対話履歴作成部３がボタ
ン押下データを追加して格納すると、ボタン押下データとして追加して格納されたレコー
ドと、設定機能格納部８に格納されている、先行して設定された機能とを比較照合し、新
たな機能設定の有無を判定する。具体的には、対話履歴作成部３が追加したレコードが「
とじしろ＝４０ｍｍ」の操作の情報を含むときには、設定機能評価・作成部４は、設定機
能データから「とじしろ」の機能を参照し、「とじしろ」として設定されている値を取得
する。ここで、設定機能データとして先行して「とじしろ＝０ｍｍ」が設定されていると
すれば、値の変更の指示であり、新規の機能設定であるので、続いて当該新規の機能設定
と先行して設定されている機能との間に告知すべき相互作用があるか否かを告知必要度格
納部９から検索し、告知必要度が所定の必要度よりも大きければ、メッセージ選択部５に
メッセージの表示出力を指示する。
【００２１】
ここで、本発明の特徴部分である告知必要度格納部９に格納されている告知必要度データ
について、図２を参照しつつ説明する。告知必要度データは、図２に示すように、２つの
機能の間に相互作用が存在する場合に、その相互作用の内容を利用者に伝達する必要の度
合いを示す順序性スコアである。具体的に告知必要度データは、新たに設定された機能と
既に設定されている機能とを表形式に配置したマトリクス・データであって、個々のデー
タは、Ｈ（必要度が高い）、Ｍ（必要度が中程度）、Ｌ（必要度が低い）、空白（相互作
用なし）という４つの値のいずれかに設定されている。例えば、組み合わせ不可能な２つ
の機能で、いずれかの設定解除が避けられない場合には、スコアはＨとなっている。例え
ば、倍率を「ちょっと小さめ」にしているときには、とじしろを付けることができない複
写機では、これらの相互作用は図２に示すように「Ｈ」となる。また、本発明で特徴的な
ことは、同じ２つの機能の組み合わせであっても、設定の順序に応じて告知必要度が異な
ることである。つまり、既に倍率が「８６％」と設定されているときに、新たにとじしろ
を「４０ｍｍ」とする場合の告知必要度は図２に示すように空白であるが、既にとじしろ
が「４０ｍｍ」と設定されているときに、新たに倍率を「８６％」とする場合には、告知
必要度は「Ｍ」に設定されているのである。
【００２２】
また、告知必要度格納部９に格納されている告知必要度データでは、利用者の操作無しに
、設定値が変更されてしまう場合であっても、利用者の設定値との間に大差がなければ、
告知必要度のスコアは「Ｌ」としておく。尚、この告知必要度データのスコアは、ここで
示したような４段階でなく、さらに多くの段階があってもよいし、段階を例えば２段階と
して、告知するか否かの判断を簡便にしても構わない。
【００２３】
メッセージ選択部５は、設定機能評価・作成部４から入力される指示にしたがって、メッ
セージ格納部１０からメッセージデータを読み出して、メッセージ出力部６に出力する。
メッセージ出力部６は、例えば液晶ディスプレイを含み、メッセージ選択部５から入力さ
れたメッセージデータを表示出力する。ここで、一般に多機能システム１には、タッチパ
ネル式の液晶ディスプレイ等の出力部３２が対話モジュールとして含まれるので、メッセ
ージ出力部６は、多機能システム１の制御部３３を介して、この出力部３２にメッセージ
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を表示出力することとしても構わない。この場合には、多機能システム１の制御部３３が
外部からの指示に応じて、メッセージ等の表示を出力部３２に行うことになる。
【００２４】
メッセージ格納部１０には、先行して設定されている機能と、新たに設定された機能とに
対応して、相互作用を説明したメッセージを予め格納しておく。尚、このメッセージ格納
部１０には、図３に示すように、先行して設定されている機能（既設定機能）と、新たに
設定された機能（新設定機能）とに対応して、相互作用とそれによって発生する結論を簡
単に説明した第１のメッセージと、発生の条件などの、より詳細な説明である第２のメッ
セージとを格納しておき、メッセージ選択部５は、最初は、第１のメッセージを表示出力
し、指示により第２のメッセージを表示出力することも好ましい。
【００２５】
また、図示していないが、メッセージ格納部１０には各メッセージを表示する際に、併せ
て表示するボタン等の情報も当該各メッセージに対応づけて格納されている。具体的には
、「とじしろと倍率のうち、解除する機能ボタンを選択し、ＯＫを押してください」との
メッセージに対しては、「とじしろ解除」、「倍率解除」、「ＯＫ」といったボタンの情
報が対応づけて格納されている。
【００２６】
制御部２０は、対話モニタ部２から利用者の操作の情報の入力を受けて、各部を制御する
。
【００２７】
次に、本発明の第１の実施の形態に係る操作支援システムの動作について説明する。図４
は、多機能システム１としての複写機のタッチパネルを含む入力部３１の外観を示す説明
図である。この入力部３１の背面には、システムと利用者とが対話するためのボタンやメ
ッセージを表示する出力部３２としての横２４センチ×縦６センチ程度のサイズの液晶デ
ィスプレイが配置されている。図４に示すように、出力部３２に各種機能を設定するため
のボタンなどが表示されており、利用者は、このボタンが表示された部分に触れることで
、各種の機能を設定する。このボタンには、コピー枚数を指定するためのテンキーや、設
定した機能をすべて解除するオールクリア（ＡＣ）ボタン、コピーの開始を指示するスタ
ートボタンなどが含まれている。また、各種機能の視認性を高めるために、機能を「基本
機能」と「応用機能」と「専門機能」とに分けて表示する、タブ付きのインタフェースを
採用している。
【００２８】
この多機能システム１の入力部３１で利用者が「ＡＣ」ボタンを押下すると、本発明の操
作支援システムの対話モニタ部２が、「ＡＣ」ボタンが押下されたことを表す操作の情報
の入力を受けて、対話履歴作成部３と、設定機能評価・作成部４と、メッセージ選択部５
とに出力する。対話履歴作成部３は、現在の時刻（１０時００分００秒とする）と、「Ａ
Ｃ」ボタンが押下されたことを表す操作の情報とを対応づけて、対話履歴格納部７に追加
して格納する。また、設定機能評価・作成部４は、「ＡＣ」ボタンが押下されたことを表
す操作の情報の入力を受けて、各種機能をデフォルトの状態に設定して、設定機能格納部
８に設定データとして格納する。
【００２９】
続いて利用者が「倍率＝ちょっと小さめ」のボタンを押下すると、対話モニタ部２がこの
ボタンが押下されたことを表す操作の情報を対話履歴作成部３と、設定機能評価・作成部
４と、メッセージ選択部５とに出力する。対話履歴作成部３は、現在の時刻（１０時００
分０１秒とする）と、「倍率＝ちょっと小さめ」ボタンが押下されたことを表す操作の情
報とを対応づけて、対話履歴格納部７に追加して格納する。すると、設定機能評価・作成
部４が、倍率の機能を「ちょっと小さめ」に設定して、設定機能格納部８に設定データと
して格納するとともに、先行して設定された機能との相互作用を告知必要度格納部９から
検索する。ここでは、例えば「とじしろ＝０ｍｍ」が先行して設定されているが、この設
定に対して、後から倍率を「ちょっと小さめ」にする設定に対する告知必要度は空白にな
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っているので、告知の必要はないと判断される。この時点で、設定機能格納部８に格納さ
れた設定機能データは、例えば図５（ａ）に示したようになる。
【００３０】
さらに利用者が「とじしろ＝４０ｍｍ」のボタンを押下すると、対話モニタ部２は、この
ボタンが押下されたことを表す操作の情報を対話履歴作成部３と、設定機能評価・作成部
４と、メッセージ選択部５とに出力する。すると、対話履歴作成部３は、現在の時刻（１
０時００分０２秒とする）と、「とじしろ＝４０ｍｍ」ボタンが押下されたことを表す操
作の情報とを対応づけて、対話履歴格納部７に追加して格納する。また、設定機能評価・
作成部４は、とじしろの機能を「４０ｍｍ」に設定して、設定機能格納部８に設定データ
として格納するとともに、先行して設定された機能との相互作用を告知必要度格納部９か
ら検索する。ここでは、「倍率＝ちょっと小さめ」が先行して設定されており、この設定
に対して、後から「とじしろ＝４０ｍｍ」にする設定に対する告知必要度は「Ｈ」になっ
ている。そのため、設定機能評価・作成部４は、告知の必要があると判断して、当該相互
作用を告知する指示を、メッセージ選択部５に出力する。この時点で、設定機能格納部８
に格納された設定データは、例えば図５（ｂ）に示したようになる。
【００３１】
メッセージ選択部５は、設定機能評価・作成部４から入力される指示に応じて、先行する
機能設定が「倍率＝ちょっと小さめ」であり、後から設定される機能が「とじしろ＝４０
ｍｍ」である場合に対応する第１のメッセージをメッセージ格納部１０から選択して「詳
細説明」ボタンとともに表示出力する。ここで、具体的に多機能システム１の出力部３２
に表示出力した場合には、例えば図６に示すように、ウインドウ表示される。そして、利
用者が「詳細説明」ボタンを押下すると、対応する第２のメッセージをメッセージ格納部
１０から選択して表示出力する。この第２のメッセージは、図７に示すように、さらに別
のウインドウに表示出力され、例えば利用者が図７の「戻る」のボタンを押下すると、メ
ッセージ選択部５は、この第２のメッセージを表示するウインドウを消して、図６の表示
に戻す。
【００３２】
また、図６の表示の代わりに、メッセージ選択部５は、図８に示す、当該相互作用を引き
起こす２つの設定のいずれか一方を設定解除するよう促すボタン及びメッセージを表示し
てもよい。この場合には、いずれかのボタンの押下して、「ＯＫ」のボタンをさらに押下
する操作により、設定機能評価・作成部４が指示された機能を解除し、設定機能格納部８
に設定機能データとして格納するとともに、多機能システム１の制御部３３に当該機能を
解除する指示を出力する。
【００３３】
尚、ここでは、設定機能評価・作成部４が、所定の告知必要度を超える場合にのみメッセ
ージを表示し、そうでない場合にはメッセージの表示をしないようにしているので、例え
ば告知必要度が「Ｈ」を超える場合にのみメッセージを表示すると設定すると、告知必要
度が「Ｍ」や「Ｌ」の場合には、メッセージが表示されないことになる。そこで、設定機
能評価・作成部４は、乱数を発生させ、告知必要度に応じた確率で、メッセージの表示を
するか否かを指示してもよい。例えば、告知必要度が「Ｈ」は９０％表示し、「Ｍ」は５
０％表示し、「Ｌ」は、１０％表示すると設定しておき、乱数を発生させて、表示の確率
を制御すれば、告知必要度が「Ｍ」の場合は、２回に１回の確率で、「Ｌ」の場合は、１
０回に１回の確率で、それぞれメッセージを表示できる。
【００３４】
さらに、設定機能評価・作成部４は、利用者の操作に応じて告知必要度を調整しても構わ
ない。具体的には、相互作用を告知するメッセージの表示の際に、「今後、このメッセー
ジを表示しない」といった設定用のボタンを併せて表示し、利用者がこのボタンを押下し
たことを表す情報の入力を受けて、制御部２０が対応する告知必要度を低下させて、告知
必要度格納部９に上書きして格納すればよい。この場合には、相互作用に対する処置も併
せて設定しておくのが好適である。
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【００３５】
具体的に、図８に示した表示から、例えば、「とじしろ＝４０ｍｍ」を解除する設定とし
て選択し、ＯＫボタンを押下したときには、制御部２０が、今後同じ相互作用が発生した
ときに利用者に問合せることなく、直ちに「とじしろ＝４０ｍｍ」を設定解除するか否か
を問合せる表示（設定一貫性確認ウインドウ）を図９に示すように表示する。ここで、以
後、問合せずに設定解除することを表す「はい」が押下されたときには、制御部２０は、
メッセージ格納部１０に格納されている対応するメッセージと、当該メッセージに対応し
て格納されている、ボタンなどの情報とを書き換えて、予め押下された状態としておけば
よい。このとき、ボタンの表示の方法として、押下された状態のボタンを薄く表示して、
当該設定解除が行われることを報知しておく、いわゆるディム表示の機能があれば、以後
、相当するボタン表示をディム表示してもよい。このようにすれば、相互作用に対する指
示内容を確認でき、利便性を向上できる。
【００３６】
さらに、図９に示した表示で、以後、問合せずに設定解除することを表す「はい」が押下
されたときには、制御部２０は、対応する相互作用の告知までも表示しないようにするか
を確認する問合せの表示を図１０に示すように行い、以後、相互作用の告知も表示しない
指示として、「はい」が押下されると、制御部２０は、告知必要度格納部９に格納されて
いる、対応する相互作用の告知必要度を低下させ、例えば「Ｈ」であったならば、「Ｍ」
とし、「Ｍ」であったならば「Ｌ」として告知必要度格納部９に上書きして格納する。
【００３７】
さらに、このような告知必要度の修正を、利用者が任意に実行可能にしてもよい。例えば
、操作パネル上に「修正」ボタンを表示し、利用者が、この「修正」ボタンを押下すると
、制御部２０が、図２に示すようなデータ・テーブルをスプレッドシートの形式で表示し
て、「Ｈ」、「Ｍ」、「Ｌ」及び「空白」の修正を受け付けて、修正後のデータ・テーブ
ルを告知必要度データとして、新たに、告知必要度格納部９に上書きして格納する。
【００３８】
次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。尚、以下の説明においても、対話型
の多機能システムとして多機能複写機を例にとって説明する。本実施の形態の操作支援シ
ステムは、利用者の過去の操作の履歴（ボタンの押下パターンなど）を縦断的に分析し、
補足する。
【００３９】
本発明の第２の実施の形態に係る操作支援システムは、第１の実施の形態における操作支
援システムと同様、図１１に示すように、多機能システム１に取り付けられており、対話
モニタ部２と、対話履歴作成部３と、設定機能評価・作成部４と、メッセージ選択部５と
、メッセージ出力部６と、対話履歴格納部７と、設定機能格納部８と、告知必要度格納部
９と、メッセージ格納部１０と、設定機能履歴評価・作成部１１と、設定機能履歴格納部
１２と、制御部２０とから構成されている。ここで、第１の実施の形態におけるものと同
様の構成となるものについては、同じ符号を付して詳細な説明を省略する。
【００４０】
設定機能履歴評価・作成部１１は、相互作用の告知に基づいて、設定機能評価・作成部４
により設定機能格納部８に格納された設定機能データの書き換えが行われると、対話履歴
格納部７に格納されているボタン押下データと、設定機能格納部８に格納されている設定
機能データとを参照して、設定機能履歴データを生成し、設定機能履歴格納部１２に格納
する。
【００４１】
具体的には、設定機能履歴評価・作成部１１は、ボタン押下データとして格納されている
、最近のボタン押下した時刻（１０：００：３１）と押下されたボタン（「とじしろ＝４
０ｍｍ」）と、設定機能データとして格納されている、先行して既に設定されている機能
（「用紙＝Ａ４縦」「カラーモード＝４色フルカラー」等）と、変更のあった機能（「と
じしろ＝４０ｍｍ」）と、相互作用が発生する機能とを設定機能履歴データとして、設定
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機能履歴格納部１２に追加して格納する。尚、「ＡＣ」（オールクリア）ボタンが押下さ
れたときには、変更された機能が複数になるケースもある。また、この設定機能履歴評価
・作成部１１は、設定機能履歴データの集計を行って、機能ごとの「設定変更累積回数」
と「相互作用累積回数」の値を算出する。
【００４２】
具体的に、設定機能履歴格納部１２に格納される設定機能履歴データは、図１２に示すよ
うに、該当する機能の設定を行った時刻（該当するボタンが押下された時刻）と、押下さ
れたボタンと、そのボタンが押下された後の設定機能データとを対応づけて格納している
。ここで、設定機能履歴評価・作成部１１は、特定のボタンが押下されたことで、変更が
あった機能について、設定機能データの該当する機能の部分に所定の第１の属性を付与す
る。この第１の属性は、図１２では、変更があった機能のデータの末尾に「◎」を付して
表している。
【００４３】
また、この設定機能履歴評価・作成部１１は、特定のボタンが押下されて機能が設定され
た結果、相互作用が発生する場合には、相互作用が発生する機能について、設定機能デー
タの該当する機能の部分に所定の第２の属性を付与する。この第２の属性は、図１２では
、相互作用があった機能のデータの末尾に「△」を付して表している。
【００４４】
このように、データの末尾に文字を付して属性を付加しているのは、別途メモリを準備す
る必要を省いて、構成を簡単にしているのである。
【００４５】
そして、この設定機能履歴評価・作成部１１は、各機能ごとに第１の属性が付された数と
、第２の属性が付された数とを累積して算出し、それぞれ「設定変更累積回数」と「相互
作用累積回数」として、設定機能履歴格納部１２に格納する。さらに設定機能履歴評価・
作成部１１は、設定変更があった回数の総計と、相互作用が発生する設定がされた回数の
総計とを全機能トータルとして算出する。
【００４６】
ここで、設定機能履歴格納部１２に格納されているすべてのレコードを対象に集計を行う
と、利用者の近時の操作パターンを的確に抽出することができなくなるので、集計の範囲
を例えば、過去３分以内のレコード、最近の５０レコード等に限定して集計をするのも好
ましい。経過時間やレコード数の上限を決めておき、新しいレコードの追記とともに、古
いレコードを削除するプッシュダウン・スタックを実行することで集計範囲を限定しても
構わない。
【００４７】
まず、設定機能履歴評価・作成部１１は、告知必要度がＭないしＬの相互作用が発生する
と、設定機能履歴格納部１２に格納されている、設定機能履歴データから、当該相互作用
を引き起こした、新たに設定された機能と既に先行して設定されていた機能とに対応する
、それぞれの「設定変更累積回数」を読み出して、これらの回数の和が全機能トータルに
占める割合を算出する。例えば、図１２において、新たに設定された機能が「倍率＝１１
５％」であり、相互作用を生じる先行して設定された機能が「とじしろ＝４０ｍｍ」であ
るときには、対応する設定機能履歴データ、すなわち「倍率＝１１５％」のボタンの押下
に先行して、「とじしろ＝４０ｍｍ」のボタンが押下された部分までの３０レコードを読
み出すと、「倍率」機能の設定変更累積回数（ L1）は８回であり、「とじしろ」機能の設
定変更累積回数（ L2）は１２回なので、２値の和が全体に占める割合 X=(L1+L2)/Lは、 (8+
12)/30=0.66となる。
【００４８】
設定機能履歴評価・作成部１１は、この割合 Xが予め設定されたしきい値（例えば 0.5 ）
よりも大きいときには、このボタン押下のくりかえしの間に、機能の相互作用が実際に発
生していたかどうかを検証する。例えば図１２において、設定機能履歴評価・作成部１１
は、新しく「倍率」の機能が設定されたために発生する相互作用の累積発生回数 N1は４回
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なので、その発生確率 Y1=N1/L1は 0.50であり、先行して設定されていた機能「とじしろ」
にかかる相互作用の累積発生回数 N2は４回なので、その発生確率 Y2=N2/L2は 0.33となる。
そして、設定機能履歴評価・作成部１１は、この２つのスコア Y1と Y2との両方が、予め設
定されたしきい値（例えば 0.30）以上であるならば、「相互作用とボタン押下のくりかえ
しの間に関係性がある」（利用者に気がつかれない、もしくは理解されない相互作用の発
生が、くりかえしの原因になっている）可能性が高いと判断して、該当する相互作用の告
知必要度を大きくして、告知必要度格納部９に上書きして格納する。
【００４９】
さらに、ここでは、告知必要度がＭであってもＬであっても、同じ 0.50又は 0.30といった
しきい値を用いる場合について説明したが、例えば、告知必要度が「Ｍ」のときのしきい
値を、「Ｌ」のときよりも低く設定して、告知必要度を大きくする機会を増やすことも好
ましい。このようにすれば、既定の必要度の細かなちがいを反映したメッセージ制御がで
き、相互作用の発生を効果的に告知できる。
【００５０】
尚、本第１、第２の実施の形態に係る操作支援システムでは、所定の複数機能が設定され
たときに、利用者が理解しにくい相互作用が発生する場合が予め想定できるところでは、
メッセージ格納部１０に格納するメッセージを、例えば、「とじしろ＝４０ｍｍ」と「倍
率＝１１５％」とがこの順序で設定される場合、「とじしろ＝４０ｍｍ」のままとしたい
のか「とじしろ」ごと拡大して、「とじしろ＝４６ｍｍ」としたいのかを選択できるよう
にすることも好ましい。この場合には、図１３のような表示が行われることになる。
【００５１】
このとき、利用者が選択した設定が、機能設定の順序を変えることで達成できる場合には
、制御部２０が、対話履歴格納部７に格納した対話履歴データを参照して、機能設定の順
序を変更し、設定機能格納部８に機能を設定しても構わない。
【００５２】
また、多機能システム１の制御部３３は、本第１、第２の実施の形態に係る操作支援シス
テムの設定機能格納部８に格納された設定機能データを参照して、実行部３４を制御する
ようにすれば、設定機能評価・作成部４が指示された機能を設定解除する際に、設定機能
格納部８に設定機能データとして格納するだけで、多機能システム１の制御部３３に当該
機能を解除する指示を出力する必要がなくなり、処理効率を向上できる。
【００５３】
【発明の効果】
本発明によれば、操作の履歴としての対話履歴データと、操作順序に応じた相互作用の告
知の必要度合いを示す告知必要度データとに基づいて、相互作用の告知が必要か否かを判
定し、告知が必要であれば、当該告知を行う操作支援システムとしているので、必要に応
じた告知を行うことができ、効果的に相互作用を告知できる。
【００５５】
さらに、本発明によれば、今後は相互作用の告知を行わないとする操作により、告知必要
度データを低下させる操作支援システムとしているので、利用者の習熟度に応じて効果的
に相互作用を告知できる。
【００５６】
さらに、本発明によれば、機能の設定の履歴に応じて、告知必要度を調整して変更する操
作支援システムとしているので、利用者の習熟度に応じた効果的な相互作用の告知を行う
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態に係る操作支援システムの構成ブロック図である。
【図２】　告知必要度データの一例を表す説明図である。
【図３】　メッセージデータの一例を表す説明図である。
【図４】　多機能システム１としての複写機のタッチパネルを含む入力部３１の外観を示
す説明図である。
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【図５】　設定機能データの一例を表す説明図である。
【図６】　メッセージ表示の一例を表す説明図である。
【図７】　メッセージ表示の一例を表す説明図である。
【図８】　メッセージ表示の一例を表す説明図である。
【図９】　設定一貫性確認ウインドウの一例を表す説明図である。
【図１０】　問合せの表示の一例を表す説明図である。
【図１１】　本発明の第２の実施の形態に係る操作支援システムの構成ブロック図である
。
【図１２】　設定機能履歴データの一例を表す説明図である。
【図１３】　メッセージ表示の一例を表す説明図である。
【図１４】　従来のフィードバック画像の表示の一例を表す説明図である。
【符号の説明】
１　多機能システム、２　対話モニタ部、３　対話履歴作成部、４　設定機能評価・作成
部、５　メッセージ選択部、６　メッセージ出力部、７　対話履歴格納部、８　設定機能
格納部、９　告知必要度格納部、１０　メッセージ格納部、１１　設定機能履歴評価・作
成部、１２　設定機能履歴格納部、２０　制御部、３１　入力部、３２　出力部、３３　
制御部、３４　実行部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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